


























































































1 JP1（6） 動画 JP1 作成・投稿 JP1
2 US1（6） 動画US1 について JP1，US1
3 動画 JP2 打ち合わせ JP1，US1
4 JP2（1） （休講） JP1，US1，JP2
5 JP2（3） US2（6） 動画US2 について JP1，US1，JP2，US2
6 JP2（1） これまでの動画について JP1，US1，JP2，US2




US3（3） 動画US3 について JP1，US1，JP2，US2，JP3，US3

































回の調査のうち 1回のみの回答者を除外した 16 名について，対応のある t 検定（両側）
を行った結果を示しておく（表 2）。2016 年度は，5月と 12 月で変化が見られたのは項目
①のみであった（t（15）＝ 1.87,p ＜ .05）。
　英語でのグループ動画作成およびFacebook でのその共有は，2016 年度にも取り入れ
（7） 3 番目の動画については日本側も個人作成としたため，JP3 の件数が多くなっている。
（8） ただし，2016 年度については，5月時点では項目②が含まれていない。
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　まず，2017 年春学期の調査結果を表 3に示す。上で触れたように，2017 年度のクラス
では，中国人留学生の英語能力が全般に高めであった。そこで，日本人と中国人を分けて
集計し，等分散性を確認したのち t 検定（両側）を行ったところ，全 6項目のうちの 2項
目，自分の英語力で十分意思疎通ができると思うかどうか（⑤⑥）について，日本人と中




　表 4は，日本人学生について，交流プロジェクト終了後の 12 月中旬に行った意識調査
を 5月時点の結果と比較したものである。日本人参加者のうち，片方のみに回答した者を
除いた 12 名について対応のある t 検定を行ったところ，項目④（SNSを用いたオンライ
ン交流への関心）と項目⑥（自分の英語力で文章での意思疎通が可能）の 2項目について，
5月と 12 月における回答が5%または 1%水準で有意に異なっていた。また，統計的な有
意差は認められないものの，項目⑤（自分の英語力で会話での意思疎通が可能）の変化も
表 3　オンライン異文化交流に関する意識調査（2017 年 5 月）
日本人（n＝ 14）中国人（n＝ 7）
平均 SD 平均 SD t 値
①海外の人とのオンライン交流に興味がある 3.57 1.12 4.00 0.76 0.87
②英語でコミュニケーションをしたい 4.21 0.86 4.14 0.99 0.16
③海外の人たちと友達になりたい 4.07 0.88 4.57 0.49 1.32
④海外の人との交流に SNSを積極的に使いたい 2.86 0.91 3.43 0.90 1.29
⑤自分の英語（会話）で意思疎通は十分できると思う 2.14 0.91 3.29 1.28  2.24*
⑥自分の英語（文章）で意思疎通は十分できると思う 2.14 0.99 3.43 0.49   3.08**
 *p ＜ .05，**p ＜ .01
表 2　オンライン異文化交流に関する意識の変化：2016 年 5 月と 12 月
5 月（n＝ 16） 12 月（n＝ 16）
質問項目 平均 SD 平均 SD t 値，fd=15
①海外の人とのオンライン交流に興味がある 3.38 0.93 3.88 0.60 1.87*
②英語でコミュニケーションをしたい n.d. n.d. 4.13 0.60 n.d.
③海外の人たちと友達になりたい 4.00 1.17 4.19 081 0.30
④海外の人との交流に SNSを積極的に使いたい 3.25 1.15 3.50 0.4 0.44
⑤自分の英語（会話）で意思疎通は十分できると思う 1.88 0.86 1.88 0.86 --
⑥自分の英語（文章）で意思疎通は十分できると思う 2.00 0.94 1.88 1.17 0.40





　2016 年度（表 2）と比べると，2017 年度（表 4）は，交流プロジェクト前後の自分の英
語力についての意識の変化が大きいように見える。そこで，5月と 12 月の間に見られる
変化の年度による違いについて，等分散性を確認したのち t 検定（両側）を行った。表 5
に示すように，項目⑤，⑥のいずれについても，5月時点では年度による有意な差は見ら
れない。一方，12 月の結果については，それぞれ有意水準 1%，5％で，2017 年度と 2016











表 4　オンライン異文化交流に関する日本人学生の意識変化：2017 年 5 月と 12 月
5 月（n＝ 12） 12 月（n＝ 12）
質問項目 平均 SD 平均 SD t 値，fd ＝ 11
①海外の人とのオンライン交流に興味がある 3.20 1.08 3.75 0.37 1.01
②英語でコミュニケーションをしたい 4.08 0.87 4.08 0.87 --
③海外の人たちと友達になりたい 4.00 0.91 4.50 050 1.50
④海外の人との交流に SNSを積極的に使いたい 2.75 0.92 3.50 1.12 3.06**
⑤自分の英語（会話）で意思疎通は十分できると思う 2.08 0.98 2.75 0.83
1.74
（p ＝ .054）
⑥自分の英語（文章）で意思疎通は十分できると思う 2.08 1.04 2.75 0.92
1.95*
（p ＝ .038）
 *p ＜ .05，**p ＜ .01
表 5　自分の英語力に対する意識の変化：2017 年と 2016 年
時期 2017 年（n＝12） 2016 年（n＝16）
質問項目 平均 SD 平均 SD t 値，fd ＝ 25
⑤自分の英語（会話）で意思疎通は十分できると思う
5月 2.08 0.96 1.88 0.86 0.35




5月 2.08 1.03 2.00 0.94 0.41
12 月 2.75 0.93 1.88 1.17
1.72*
（p ＝ .09）
 *p ＜ .05
―92―







































図 2　自己紹介動画 図 3　学生生活動画：学園祭
図 4　学生生活動画 : イントロ（左）；本編（右）
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